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●今月号のもくじ
特集 ひおきの「ファン」を

生み出すための土台づくり
はじめました !

ひおきの「ファン」を
生み出すための土台づくり
はじめました !

8

日置市イメージキャラクター
「ひお吉くん」

・特集「ひおきの『ファン』を
  生み出す土台づくりはじめ
  ました !」
・給与公表
・地域おこし協力隊
・行政インフォメーション

・おしらせ版
・健幸情報ひおき
・図書館へようこそ
・読者の声
・市民の窓



▲【写真１】職員向け関係人口研修会

▲【写真２】伊作地区の施設予定地の武家屋敷

▲【写真３】よしとし軍議場からYouTube生配信

③
そ
の
た
め
に
は
何
を
す
べ
き
か
？

　
現
在
、
市
で
は
、「
関
係
人
口
創
出
戦

略
」の「
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」（注
釈
１
）を
作
成

し
、
次
の
３
つ
に
つ
い
て
整
理
し
て
い
ま

す
。

　
日
置
市
に
住
ん
で
い
る
人
だ
け
が
「
日

置
市
」
を
大
切
に
思
っ
て
い
る
訳
で
は
な

く
、
出
身
者
や
好
き
に
な
っ
た
市
外
住
民

も
同
じ
思
い
だ
っ
た
り
し
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
想
い
を
持
つ
市
内
外
の
方
々
を

「
オ
ー
ル
日
置
」と
表
現
し
、
日
置
の
未

来
の
当
事
者
と
位
置
付
け
、
今
後
、
さ
ま

ざ
ま
な
関
わ
り
を
通
し
て
、
そ
の
先
に
日

置
市
で
暮
ら
し
た
い
方
や
応
援
し
た
い
方

の
出
現
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。

　
５
年
後
に
は
、
５
０
０
人
く
ら
い
の

●
作
戦
を
練
り
上
げ
る

　「
関
係
人
口
」と
い
う
言
葉
は
誕
生
し
て

か
ら
歴
史
が
浅
い
こ
と
も
あ
り
、
市
職
員

の
理
解
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
し
か
し
、
今
後
、
あ
ら
ゆ
る
業
務
で
関

わ
る
可
能
性
が
想
定
さ
れ
、
ま
た
関
わ
り

を
作
り
施
策
展
開
を
進
め
る
必
要
も
で
て

き
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
市
長
の
重
点
施
策

に
も
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り

７
月
１
日
、
職
員
有
志
を
集
め
て
の「
関

係
人
口
研
修
会
」（
写
真
１
）を
開
催
し
、

市
長
の「
オ
ー
ル
日
置
」へ
の
想
い
を
共
有

し
て
い
ま
す
。

●
土
台
づ
く
り
①
認
識
の
共
有

　「
市
外
住
民
に
我
が
ま
ち
を
好
き
に
な
っ

て
ほ
し
い
」こ
う
考
え
た
時
、
や
は
り
基

本
は
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
そ
こ
で
今
回
、
新
た
に
「
情
報
マ
ガ
ジ

ン
」を
中
心
と
し
た
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を
立
ち

上
げ
ま
す
。
市
職
員
の
若
手
を
中
心
に
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
ラ
イ
タ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

り
、
市
職
員
で
は
な
く
一
ひ
お
き
フ
ァ
ン

と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
生
か
し
た

記
事
を
書
け
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ラ
イ
タ
ー
の
育
成

を
進
め
ま
す
。

●
土
台
づ
く
り
②
知
っ
て
ほ
し
い

　
今
回
わ
か
り
や
す
く「
フ
ァ
ン
」と
表
現

し
ま
し
た
が
、
長
く
親
し
ま
れ
る
関
係
人

口
の「
愛
称
」を
つ
け
た
い
と
考
え
、
７
月

17
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト「
ひ
お
き

関
係
人
口
軍
議
大
会
」（
写
真
３
）を
開
催

し
ま
し
た
。

　
出
さ
れ
た
多
く
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
元

に
、
ど
の
よ
う
な
愛
称
に
す
る
の
か
こ
れ

か
ら
決
定
し
ま
す
！
関
係
人
口
施
策
か
ら

目
が
離
せ
ま
せ
ん
！

●
愛
称
選
考
か
ら

　フ
ァ
ン
を
巻
き
込
む

　
何
か
ア
イ
ド
ル
の
セ
リ
フ
の
よ
う
で
す

が
、
今
回
、
ひ
お
き
の
フ
ァ
ン
と
つ
な
が

る
こ
と
を
目
的
に
、
登
録
制
度
を
設
け
る

こ
と
で
、
双
方
向
の
関
係
が
強
く
な
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
フ
ァ
ン
が
何
を
求
め
て
い
る
の
か
、
何

に
力
を
発
揮
し
た
い
の
か
把
握
で
き
る
た

め
、
一
緒
に
我
が
ま
ち
を
考
え
る
機
会
も

で
き
、
将
来
的
に
は
、
各
都
市
圏
に
フ
ァ

ン
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
構
築
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

●
土
台
づ
く
り
④

　フ
ァ
ン
と
つ
な
が
る

　
我
が
ま
ち
を
ど
ん
ど
ん
好
き
に
な
っ
て

も
ら
い
た
い
。
そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
交
流

と
体
験
。
本
市
出
身
で
は
な
い
転
入
者
と

話
を
し
た
際
、「
日
置
市
を
移
住
地
に
選
ん

だ
ポ
イ
ン
ト
は
○
○
さ
ん
と
の
出
会
い
」

と
い
う
声
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
や
は
り
最

後
の
ポ
イ
ン
ト
は「
人
」。
そ
こ
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
体
験
を
と
お
し
て
人
と
の
交
流
を

促
進
す
る
た
め
、
市
内
５
カ
所
に
空
き
家

（
写
真
２
）
を
活
用
し
た
、
お
試
し
体
験

施
設
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
施
設
は
「
暮
ら
し
」と「
活
動
」の
体

験
が
で
き
る
拠
点
施
設
と
し
て
、
運
営
は

地
域
の
有
志
団
体
に
委
託
し
、
各
地
域
な

●
土
台
づ
く
り
③
好
き
を
深
め
る

「
熱
烈
な
フ
ァ
ン
」を
全
国
各
地
に
作
り
、

そ
の
フ
ァ
ン
を
中
心
に
し
た
ひ
お
き
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
存
在
す
る
状
況
を
目
指
し

ま
す
。
日
置
市
で
暮
ら
し
た
い
方
や
こ
れ

か
ら
日
置
市
と
関
わ
り
た
い
方
な
ど
の
市

外
で
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
当
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
の
協
力
関
係
が
構
築
で
き
れ
ば
と

考
え
ま
す
。

　
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
時
に
、
年

次
的
に
何
を
す
る
べ
き
か
整
理
し
て
い
き

ま
す
。
今
年
度
は
情
報
発
信
の
た
め
の
Ｗ

Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を
開
設
、
登
録
制
度
と
お
試

し
体
験
施
設
の
整
備
を
計
画
し
て
お
り
、

今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る「
土
台
」を
構
築
し

て
い
き
ま
す
。

　
翌
年
度
か
ら
は
、
都
市
部
の
フ
ァ
ン
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
取
り
掛
か
り
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
開
発
な
ど
、
多

ら
で
は
の
交
流
が
生
ま
れ
る
の
で
は
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

▲【図１】関係人口

（注釈１）掲げた目的を達成するための目的設定、工程、スケジュールなどを描いたもの

関係人口の「関係」とは「関心」と「関与」を意味。
日置市に関心があり関与する市外住民⇒日置市の関係人口

①
な
ぜ「
ひ
お
き
の
フ
ァ
ン
」を
生
み
出
し

た
い
の
か
？

②
５
年
後
は
ど
の
よ
う
な
状
態
に
し
た
い

の
か
？

岐
に
渡
る
取
り
組
み
を
計
画
し
て
い
ま

す
。

何らかの関わりがある者
（過去の勤務や居住、

滞在など）

何らかの関わりがある者
（過去の勤務や居住、

滞在など）

　
全
国
の
市
町
村
で
盛
ん
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る「
関
係
人
口（
図
１
）」施
策
。

　
総
務
省
は
、「
関
係
人
口
」の
創
出
が
移
住
定
住
施
策
・
地
方
創
生
の
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
で
あ
る
と
位
置
づ
け
て
お
り
、
本
市
も「
第
２
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」に
関
係
人
口
創
出
拡
大
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　「
関
係
人
口
」は
簡
単
に
い
う
と「
ま
ち
の
フ
ァ
ン
」。「
ひ
お
き
の
フ
ァ
ン
」を
多
く

生
み
出
す
挑
戦
を
今
年
10
月
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
宝
く
じ
を
財
源
と
し
た
市
町
村
振

興
助
成
金
の
採
択
を
受
け
、「
関
係
人
口
」施
策
の
土
台
づ
く
り
に
着
手
。
こ
の「
土

台
」に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

=関係人口

ひおきの「ファン」を
生み出すための

特　集

ファン

土台づくりはじめました！

ひおきの「ファン」を生み出すための土台づくりはじめました！特 集
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教えて！
市の職員について教えて!

市の職員ってどれくらいいるの？

　市職員は大きく２つの部門（普通会計部門・公営企業等会計部門）
に分かれ仕事をしています（表①）。また一般行政職の級別職員数
は次のとおりです（表②）。（どちらの表も令和２年４月１日現在）

　職員には、市長や市議会議員などの「特別職」の職
員と、市庁舎や支所などで働く「一般職」（消防職を
含む）がいます。現在これらの職員に支払われている
人件費（給料や報酬）などの総額は、令和元年度普通
会計決算で41億1,386万円です。令和元年度普通会計
決算における人件費の割合は、歳出額に対して
14.13％を占めています。職員給与費の状況（令和元年度普通会計決算）

※職員手当には退職手当を含めない。
※職員数は平成31年４月１日現在です。

468人です。（令和２年４月１日現在）

（令和元年度普通会計決算より）

部門別職員数の状況（表①）
部　　　門 職員数

普通会計
部門

一般行政
部門

議会 5人
総務 85人
税務 29人
民生 40人
衛生 33人
農林水産 40人
商工 9人
土木 31人
計 272人

教育部門 71人
消防部門 81人
小計 424人

公営企業等
会計部門

水道 13人
下水道 5人
その他 26人
小計 44人

合計（平成27年4月1日500人） 468人

一般行政職の級別職員数の状況（表②）
区分 １級 ２級 ３級 ４級

標準的な
職務内容

主事補
（技師補）
主事
（技師）

主任 主査 係長
主幹

職員数 41人 21人 63人 79人

５級 ６級 ７級 計

課長補佐
参事

課長
総括監

部長
支所長

57人 19人 8人 288人

職員数（A）
給　　　　　与 一人当たり

給与費（B／A）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）
423人 1,584,141千円 287,388千円 655,370千円 2,526,899千円 5,974千円

ラスパイレス指数の状況

※「ラスパイレス指数」とは、国家公務員の給与水準を100として比較した指数
　です。

（令和２年４月１日現在）

団体名 指数 団体名 指数 団体名 指数
日置市 96.3 類似団体 97.2 鹿児島市 99.4
薩摩川内市 97.5 南さつま市 95.8 いちき串木野市 96.3

平均年齢、平均給料月額、平均給与額の状況

※「平均給料月額」とは、令和２年４月１日現在における職種ごとの職員の基本給の平均です。
※「平均給与額」とは、給料月額とすべての手当を合計したものです。
※類似団体とは、人口規模、産業構造が市に似ている団体を単純併記したものです。

技能労務職
区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
日置市 50.7 歳 337,200 円 361,143 円

うち学校主事 50.9 歳 337,500 円 363,900 円
鹿児島県 55.3 歳 322,100 円 365,555 円
国 50.9 歳 287,283 円 ―

類似団体 51.2 歳 316,718 円 339,407 円

一般行政職
区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
日置市 44.2 歳 315,200 円 369,749 円
鹿児島県 44.3 歳 316,600 円 393,299 円
国 43.2 歳 327,564 円 ―

類似団体 42.4 歳 312,923 円 365,024 円

初任給の状況（令和２年４月１日現在）
区　　　分 日　置　市 鹿 児 島 県

一般行政職
大 学 卒 182,200 円 182,700 円
高 校 卒 150,600 円 151,000 円

特別職の給料・報酬等の状況（令和２年４月１日現在）
区　分 月　　　額 期末手当
市長

給料
862,000 円

令和元年度
支給割合
3.4月分

（15％加算措置あり）

副市長 657,000 円
教育長 632,000 円
議長

報酬
404,000 円

副議長 323,000 円
議員 299,000 円

退職手当
区　　分 日置市 国

合
都
己
自

勤続20年 19.6695 月分 19.6695 月分
勤続25年 28.0395 月分 28.0395 月分
勤続35年 39.7575 月分 39.7575 月分
最高限度額 47.7090 月分 47.7090 月分

年
定・
定
認
募
応 勤続20年 26.36550 月分 24.586875 月分

勤続25年 33.27075 月分 33.27075 月分
勤続35年 47.70900 月分 47.70900 月分
最高限度額 47.70900 月分 47.70900 月分

期末手当・勤勉手当

区　分 一人当たりの平均
支給額（元年度）

令和元年度支給割合
期末手当 勤勉手当

日置市 1,594千円 2.60月分 1.90月分
鹿児島県 1,712千円 2.60月分 1.90月分

扶養手当・住居手当・通勤手当
区　分 内　　　　　　容

扶養手当

・配偶者　月額6,500円
・子　月額10,000円
・父母等　月額6,500円
　※16歳から22歳までの子については、
　　１人につき5,000円を加算

住居手当

借家・借間居住者（上限額28,000円）
・月額家賃が27,000円以下の場合
 月額家賃－16,000円
・月額家賃が27,000円を超える場合

円000,11＋2/1×）円000,72－賃家額月（ 

通勤手当
２㎞以上に支給（上限額11,200円）
２㎞以上３㎞未満2,000円
以後１㎞毎に400円加算

年間どれくらい支払われているの？

41億1,386万円です。

　よく給与水準比較の対象指数として使われる
ラスパイレス指数を近隣市と比較しました。

他の自治体と比べるとどうなの？

ラスパイレス指数96.3です。

（令和２年４月１日現在の平均給与月額より）

　平均年齢・平均給料月額・平均給与月額の状況を国や県
と比較してみました。市長などをはじめとする特別職給
料・報酬等や初任給も一緒にお答えします。

　職員の主な手当には、「退職手当」、「期
末手当・勤勉手当」、「扶養手当・住居手
当・通勤手当」があります。詳細は各表をご
覧ください。（令和２年４月１日現在）

具体的な金額はどうなの？

369,749円です。

職員の手当にはどんなのがあるの？

退職手当・住居手当などがあります。
市の職員の給与についていろいろ教えて!

　
  

市
職
員
の
給
与
・

           
職
員
の
こ
と

　市
民
一
人
一
人
が
快
適
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
市
の
職
員

が
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
仕
事
に
携
わ
り
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
に
向
け
働
い
て
い
ま
す
。
「
市
の
職
員
数
は
ど
れ
く
ら

い
？
」
「
給
与
は
い
く
ら
く
ら
い
な
の
か
な
？
」
市
民
の
皆
さ

ま
の
そ
ん
な
疑
問
に
お
答
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

インフォメーション行政 インフォメーション行政
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毎月１校ずつ日置市内の公立小中学校の
特色ある教育をご紹介します

日置市立 鶴丸小学校 創立 校訓 児童数170人　教職員数19人
学級数８（その内特別支援学級２）つよく  ただしく  むつまじく

「剛」     「正」      「和」
151年

VOL.5

　鶴丸小学校では、「心豊かでたくましく、自ら学び・考え・行動する子どもの育
成」を教育目標に、郷土を生かした教育活動を推進しています。中でも、全児童で
裏山（市来鶴丸城跡）に出かけて取り組む「落ち葉拾い」は代表的な活動です。その腐
葉土が本校花壇のプランターを彩る花に結びついています。
　また、「米作り」の活動は、地域の協力をい
ただいて進める本校の伝統的な活動として定

着しています。５年生になると「田植え・稲刈りを体験し、収穫する」と
いった一連の教育活動を、下養母自治会の方々の協力をいただき実施して

います。
　地域の方々の協力で欠かせないのが「スクールガード」
「民生委員」「子ども110番の家」です。前述した活動を
支えていただくだけでなく、子どもたちの安全確保のために人的・物的環境を整えてくだ
さっています。また、本校PTAの準会員として協力してくださっています。このような環境
のもと、体験学習を通し、学年に応じて「あいさつ（礼節）」「郷土の大切さ（郷土愛）」「自然の
素晴らしさ（自然愛）」「勤労の大切さ（奉仕）」などの道徳性も身に付けさせています。

４年間お世話になりました!
　こんにちは！アパ・カバル（お元気ですか）。
　マレーシア出身の国際交流員、ヌルルフダです。私は９
月12日に国際交流員の任期を終えて９月に帰国する予定で
す。日置市に来てあっという間の４年間でした。
　実は日置市は、私にとってとても縁が深いところです。
なんと日本語を学ぶきっかけは、日置市からマレーシアに

来た少年からもらった「ドラえもん」の漫画でした。漫画を読みたくて、日本語を勉強
しました。また、旧吹上町の初代のマレーシア出身国際交流員は私のマレーシアでの日
本語の先生でした。
　1985年、旧吹上町でからいも交流のマレーシア留学生を受け入れたことをきっかけ
に、マレーシア出身の国際交流員を招致するようになりました。それ以来、姉妹都市関係、マレーシア親善大
使派遣事業など、マレーシアとの交流を深めており、現在もその友好関係は続いています。日置市とマレーシ
アの架け橋となる仕事をすることができ、とても嬉しく思います。
　この４年間を振り返ってみると、わからないことや慣れないことも多くありましたが、2017年７月に赴任し
てから今まで、周りの皆さんに支えられて大きく成長することができました。日置市の公民館、自治会、小・
中学校を訪問し、マレーシアの文化紹介などを通して楽しく交流ができ、また皆さんからもさまざまなことを
学ばせていただきました。
　日置市で過ごした日々は、仕事も生活も両方が楽しくて、とても充実した毎日でした。これから、世界のど
こに行っても、この貴重な４年間、素敵な皆さんとの絆を忘れず、大切な思い出にします。いつかまた日置市
を訪ねたいと思います！私のことを忘れないでくださいね！日置市の皆さん、本当にお世話になりました！テ
リマ・カセー（どうもありがとうございました）！ ジュンパ・ラギ（また会いましょう）！

国際交流
だより

ヌルルフダさん
出身地　マレーシア

　
小
園
義
德
前
副
市
長
の
退
任
に
伴

い
、
７
月
22
日
に
副
市
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
、
井
多
原
章
一
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　
改
め
て
、
課
せ
ら
れ
た
使
命
の
大
き

さ
、
職
責
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
５
月
29
日
か
ら
永
山
由
高
市
長
の
も

と
、
日
置
市
の
新
し
い
体
制
が
ス
タ
ー

ト
し
て
お
り
ま
す
が
、
永
山
由
高
市
長

の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
お
い
て
、
第
一
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
が

掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
が
一
日
で
も
早
く
安

心
し
て
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
感
染
拡
大
の
防
止
に
万
全
を
期
す

と
と
も
に
、
観
光
業
、
飲
食
業
な
ど
へ

の
経
済
対
策
を
継
続
し
て
実
施
し
、
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
影
響
を
最
小
限
に
抑
え

る
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
さ
て
、
日
置
市
は
白
砂
青
松
日
本
三

大
砂
丘
の「
吹
上
浜
」や
東
シ
ナ
海
な
ど

の
美
し
い
景
観
と
豊
か
な
自
然
に
恵
ま

れ
、
鹿
児
島
三
大
行
事
の
一
つ「
妙
円

副
市
長
就
任

　
　
　の
ご
あ
い
さ
つ

生年月日　昭和36年２月20日
出身地　鹿児島市　

昭和58年３月　九州大学法学部卒業
昭和58年８月　鹿児島県庁入庁
平成30年４月　鹿児島地域振興局長
令和 ２年３月　鹿児島県庁退職

寺
詣
り
」を
は
じ
め
伝
統
行
事
や
文
化

が
数
多
く
残
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
県
都
で
あ
る
鹿
児
島
市
に
隣
接
し

て
い
る
こ
と
か
ら
も
利
便
性
が
高
く
、

住
み
や
す
い
ま
ち
で
す
。

　
こ
の
貴
重
で
多
種
多
様
な
資
源
を
生

か
し
、
日
置
市
の
魅
力
を
最
大
限
に
発

揮
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
市
政

に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
ま
た
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
人

口
減
少
、
少
子
高
齢
化
、
生
活
意
識
や

価
値
観
の
多
様
化
な
ど
の
課
題
に
加

え
、
コ
ロ
ナ
後
の
社
会
経
済
情
勢
の
変

化
が
不
透
明
な
中
、
市
政
を
取
り
巻
く

環
境
は
一
段
と
複
雑
化
す
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
て
永
山

市
長
を
補
佐
し
、
市
政
運
営
の
基
本
で

あ
る
「
対
話
と
挑
戦
」
の
下
、
日
置
市

の
発
展
の
た
め
、
職
務
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご

指
導
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

井多原副市長
プロフィール

永山市長の所信表明の詳細は
市ホームページに掲載中！！

皆さまの意見をうかがうためにお問い合わせフォーム
（市ホームページ）や提言箱（本庁各支所ロビー）を設けています

井多原 章一 副市長
い　  た　 はら　しょう いち

第３回 日置市議会定例会にて永山由高市長が所信表明を述べました
　私は、集会や個別で多くの市民の皆さま一人一人の声や、地域でのさまざまな実情を拝見させていただく中
で、思いや考えを互いに共有する「対話」から描かれるまちづくりというものを重要視してまいりました。
　市民の皆さまとともに対話を重ねていく中で、まちとしての夢や希望を形にし、さらには現在のコロナ禍や
コロナ後におきます社会全体の変化を見据えた、時代に合う事業転換や地域に必要となる「挑戦」に誠心誠意
全力を尽くしてまいります。

所信表明～８つの柱～（概要）
コロナ対策
・ワクチン接種体制を医療機関と連携して構築
・感染対策、経済対策、生活困窮者支援などを一元的に検討
　などする「コロナ対策専門チーム」の立ち上げ

子育て支援
・妊娠、出産、子育ての相談窓口の一本化
・地域で子育てを支援し合う仕組みづくりなど子育て世代の
　不安に寄り添う体制の構築

景観・環境・防災
・農業の持つ多様な効果を生かした食の安全、景観・農地保
　全
・里山の保全と河川の整備を軸に水資源の持続可能性の向上

産業活性化
・市内での調達、消費、受発注などの経済循環を高め、地元
　中小企業、個人事業主が地元で活躍できる環境づくりの強
　化
・商工会、観光協会、金融機関と連携し、商品開発やPRを推
　進するなど魅力を生かした経済循環と事業展開の促進

地域福祉
・地域包括ケアシステムの強化
・民間企業と連携した移動式スーパーなど高齢世帯の買い物
　環境の整備などの推進

全世代の教育・学び
・小、中、高校生による「日置市若者未来会議」の創設
・PTA、先生方、児童生徒、地域の皆さまとの教育環境の語
　り合いや環境づくり

財政・行政運営
・民間活用による公共施設の維持管理コストの最小化
・各業務におけるICT技術活用による事務負担の軽減
・SDGsを踏まえ、女性職員の活躍の場と子育て世代の育児
　参加を促進

オール日置
・ふるさと納税などを通じた日置への想いを集結させる取り
　組みの強化
・県外、海外在住の日置出身者と連携し、地元企業の販路拡
　大や児童生徒の部活動などの支援をし、「オール日置」のネッ
　トワークを強化
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▲ 実際、母に送ったむぎの写真

　
リ
レ
ー
コ
ラ
ム
第
５
回
は
、
美
山
か
ら

伊
藤
明
子
が
お
届
け
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
友
達
を
テ
ー
マ
に
書
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
で
県
外
に
在
住
の
親
と
１
年
以

上
会
え
て
お
ら
ず
、
里
帰
り
も
で
き
て
い

ま
せ
ん
。
移
住
し
て
落
ち
着
い
た
ら
鹿
児

島
を
案
内
し
た
い
な
ぁ
な
ん
て
思
っ
て
い

た
の
に
、
実
現
で
き
ぬ
ま
ま
。
鹿
児
島
に

来
た
こ
と
の
な
い
母
は
、
と
に
か
く
気
が

か
り
で
な
ら
な
い
よ
う
で
す
。
あ
る
日
、

母
と
の
電
話
で
、
「
友
達
は
い
る
の
？
」と

聞
か
れ
ま
し
た
。

　
そ
う
い
え
ば
た
ま
に
送
る
写
真
は
、
鹿

児
島
で
の
び
の
び
暮
ら
す
愛
犬
〝
む
ぎ
〞

の
写
真
ば
か
り
。
無
理
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
親
し
く
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
人
た
ち

は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
が
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
い
う
仕
事
柄
、
出
会
う
方
々
は

仕
事
が
ら
み
が
多
い
。（
隊
員
の
間
は
）適

度
な
距
離
感
を
大
事
に
し
な
が
ら
接
し
な

け
れ
ば
と
思
う
と
、
い
わ
ゆ
る
友
達
づ
き

あ
い
と
は
少
し
違
い
ま
す
。

　
今
は
極
端
な
話
、「
日
置
市
に
嫁
い
だ
」 

と
い
う
感
覚
に
近
い
の
で
す
。

　
そ
れ
で
も
、
私
の
日
常
は
た
く
さ
ん
の

地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
す

こ
ん
に
ち
は
！

こ
ん
に
ち
は
！
第
５
回人

た
ち
に
囲
ま
れ
て
、
な
か
な
か
に
ぎ
や

か
で
す
。
年
の
頃
は
親
世
代
の
、
散
歩
の

合
間
に
顔
を
出
し
て
く
れ
る
お
ば
ち
ゃ
ん

や
、
お
喋
り
し
に
来
る
お
じ
ち
ゃ
ん
。
う

ち
の
む
ぎ
と
仲
良
く
し
て
く
れ
る
、
犬
友

達
も
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
子
ど
も
た

ち
。
下
校
時
に
手
を
振
っ
て
、
お
か
え
り

を
言
う
時
間
が
好
き
で
す
。
小
学
生
に

は
、
な
ぜ
か
い
つ
も
時
間
を
聞
か
れ
ま

す
。
中
学
生
と
は
、
相
談
相
手
に
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
母
は
き
っ
と
、
同
世
代
の
心
許
せ
る
人

は
周
り
に
い
る
の
か
、
と
聞
き
た
か
っ
た

の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
だ
と
し
た
ら
、

心
配
し
な
い
で
、
と
伝
え
よ
う
。
老
若
男

女
問
わ
ず
、
私
の
ま
わ
り
に
は
私
を
気
に

か
け
て
く
れ
る
人

が
い
る
。
褒
め
て

く
れ
た
り
、
叱
ら

れ
た
り
、
夢
を

語
っ
た
り
、
弱
音

を
吐
い
た
り
、

ち
ゃ
ん
と
で
き
て

い
る
か
ら
ね
。

伊藤明子
拠点は「美山笑点」
2019年7月より
美山地区に配属

CIVIC NEWS

【お問い合わせ先】本庁税務課管理収納係　☎248-9412（直通）

税務課
管理収納係
からのお知らせ

県
下
一
斉
国
保
税
滞
納
整
理
強
化
月
間

CIVIC NEWS
縮小版STOP! 滞納!

県下一斉国保税滞納整理強化月間

１　日置市では次のことに取り組みます
　　⑴ 文書などによる催告、納税相談の強化　　⑵ 納期内納付、口座振替の推進
　　⑶ 財産調査の強化　　　　　　　　　　　　⑷ 財産差押えの強化
２　国民健康保険の資格について
　　国民健康保険への加入や脱退は、市役所での手続きが必要です。社会保険の加入や脱退の手
　続きをしても、自動的に切り替わりませんので、必ず手続きをしてください。
　　届出が遅れますと、さかのぼって国保税が課税され、まとめて支払うことになったり、社会
　保険料と国保税を二重に支払うことになったりしますので、ご注意ください。
３　税の公平性などによる財産差押えの実施
　　国民健康保険税は、前年の所得が一定以下の場合や離職理由などにより軽減制度があります。
　また、新型コロナウイルス感染症の影響による減免などの制度もありますので、早めにご相談
　ください。

　国保税は、国保制度を支え、医療費に支払われる貴重な財源です。毎年、８月
と12月が「県下一斉国保税滞納整理強化月間」となっています。

ヘルプマークを知っていますか？

CIVIC NEWS

【お問い合わせ先】東市来支所産業建設課農林水産係　TEL ２７４-２１１４

　
日
置
市
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
で
は
、
グ
ル
ー
プ

員
１
４
５
人
、
30
グ
ル
ー
プ
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
東
市
来
支
部
で
は
18
人（
５
グ
ル
ー
プ
）で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
加
工
班
は
そ
れ
ぞ
れ
味
噌
や
焼
肉
の
た
れ
、
め
ん

つ
ゆ
、
天
つ
ゆ
、
す
し
具
な
ど
を
加
工
し
販
売
し
て
い
ま
す

が
、
他
の
支
部
同
様
、
後
継
者
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
支
部
活
動
と
し
て
、
毎
年
恒
例
の
ピ
ザ
作
り
を
６
月
10
日
に

実
施
し
、
12
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
東
市
来
地
域
の
皆
さ
ま
、
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
で
一
緒
に
活

動
し
ま
せ
ん
か
。
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
で
一
緒
に
活
動
し
ま
し
ょ
う
！

▲ ピザ作り（支部活動）

▲ 完成したピザ

【配布場所・お問い合わせ先】
本庁福祉課障害福祉係　TEL 248-9416　または各支所地域振興課福祉係

[記入例]

耳が聞こえません。筆読で会話してく
ださい。

視覚障害があります。災害時には周り
の状況を教えてください。　　　など

障害などで援助が必要な方の
ためのマークです。

しょう がい えん   じょ ひつ   よう かた

☆鹿児島県では、ストラップ型の「ヘルプマーク」と、
　カードタイプの「ヘルプカード」の２種類を配布しています。

外見からはわからなくても障害や病気などで
援助が必要な方がいます。
このマークを見かけたら、バス・電車内で席をゆずる、
困っているようであれば声をかけるなど、
思いやりのある行動をお願いします。

み でん  しゃ ない せき

がい  けん しょうがい びょう き

えん じょ

こま

おも こう  どう ねが

こえ

ひつ  よう かた

▲ヘルプマーク
（ストラップ型） ▲ヘルプカード

CIVIC NEWS
縮小版

農林水産課
農政係からの
お知らせ

生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
紹
介

（
東
市
来
支
部
）
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伊藤明子伊藤明子 令和元年７月着任

東市来町美山1554-1
金・土・日 9:00～17:00

い   と う  あ き   こ

　本市では、地域外の人材を積極的に誘致し地域活性化を目指すため「地域おこし協力隊」を受け入れています。
日置市に魅力を感じて移住してきた2人の隊員が、それぞれの配属地で、熱い思いを持って活動しています。伊藤
隊員は3年目に入り、山﨑隊員もまもなく着任から1年を迎えます。これからも2人の挑戦を応援してください。

「地域おこし協力隊」とは、都市部に住んでいる人が少子化や過疎化などの
課題を抱える地域に移住して「地域協力活動」を行いながら定住・定着を図る
取り組みです。
　平成21年度に総務省が制度化し、令和２年度は全国で約5,500人の隊員が
活動しました。任期は原則3年間で、任期終了後は約6割の隊員が同じ地域に
定住し、地域の担い手となっています。活動内容は隊員ごとに異なりますが、
農林漁業や地域コミュニティなどの活動を行い、定住隊員の36％は起業して
います。鹿児島県では、41市町村で134人の隊員が活動しています。
（R3.3.31現在）。

美山の案内所「美山笑点」を拠点に、薩摩焼の里、そして“ものづ
くりの町” をPRしながら、美山の作り手に伴走しています。週末
には美山笑点内で、地元野菜の直売所「美山笑点市場」も運営し
ています。ミッションは、“美山の産業の維持と発展” であり、自
ら陶芸を学びながら、美山の人々や店舗を伝え残すための本を
執筆中。

日置市地域おこし協力隊を紹介します。改めて

美山の案内所・美山笑点美山の案内所・美山笑点
住　所

営業日 営業時間

山﨑将也山﨑将也 令和２年９月着任

日吉町吉利3067-1　　　　 099-295-3899
金・土・日・月 9:30～18:00

や ま  ざ き  ま さ 　 や

「武将になれるまち」日置市の観光PR武将隊プロジェクトの一
翼を担う「戦国島津マネジメント軍師」として着任。商工観光課
と協働し、コロナ禍でも工夫しながら、「よしとし軍議場」を中
心にPR活動を展開しています。ひおきPR武将隊の島津義弘公と
してさまざまなイベントなどにも出陣。着任前はバスケットボー
ル社会人リーグで活躍し、飲食店での調理経験もあります。

戦国島津体験館  よしとし軍議場戦国島津体験館  よしとし軍議場
住　所 電　話

営業日 営業時間

戦国島津マネジメント軍師として「よしとし軍議場」で活躍中

地域おこし協力隊導入の効果
～地域おこし協力隊・地域・地方公共団体の「三方よし」の取り組み～

地域おこし協力隊
◯自身の才能・能力を
　活かした活動
◯理想とする暮らしや
　生きがい発見

地方公共団体
◯行政ではできなかった
　柔軟な地域おこし策
◯住民が増えることによる
　地域の活性化

地　域
◯斬新な視点
　（ヨソモノ・ワカモノ）
◯協力隊員の熱意と行動力が
　地域に大きな刺激を与える 広報紙では、2人によるリレーコラムを掲載しています。（８ページ）

月替りの企画展「美山笑点今月のいっぴん」では
私物をエピソードと共に展示中！

これであなたも日置通!

鹿児島県制覇！！
湯田バレーボールスポーツ少年団  
全日本バレーボール小学生大会鹿児島県大会優勝報告

６月
29日

永山市長、奥教育長に県大会優勝を報告

美味しいお米に育ってね
永吉小・花田小・和田小合同田植え体験

６月
17日

　毎年、吹上地域の永吉地区の有志の人たちが開催
している田植え体験に、今年も永吉小学校50人・
花田小学校28人・和田小学校９人の児童が参加し
ました。植え方の説明を受けた後、児童たちは泥に
足をとられながらも、それぞれの持ち場で１束ずつ
丁寧に植えていました。和田小学校６年生の田口慧
さんは、「下級生たちと一緒に、今年も楽しく田植
えができました。上手に植えられたと思うので収穫
が楽しみです」と話しました。

目印に沿って植えていきます

　湯田バレーボールスポーツ少年団（部員15名）が、
６月26日㈯～27日㈰に行われた全日本バレーボール
小学生大会鹿児島県大会で見事優勝し、市長に報告
を行いました。
　各地区の予選を勝ち抜いた県内32チームが参加し
た今大会。湯田バレーボールスポーツ少年団は、強
豪チームが集まるパートでしたが順調に勝ち抜き、
平成17年以来の栄冠を勝ち取りました。
　主将の井出迫音々さんは「試合ではサーブが良く、
試合をうまく運ぶことができた」と報告しました。
　優勝チームは、12月に開催予定の九州大会に出場
することになります。

ウミガメのふるさとを守ろう！
伊作小学校かめさん祭り

６月
24日

　33回目となる伊作小学校かめさん祭りが開催さ
れました。かめさん祭りは、児童がウミガメの保護
の大切さを学び、それを地域住民に啓発するという
ものです。体育館でウミガメクイズやうみがめパト
ロール隊の講話を聞いた後、学校周辺でパレードを
行いました。パレードでは、学年ごとに作成したポ
スターやうちわを使って、「海の環境を守ろう！」
「ごみを捨てないようにしよう！」など、伝えたい
メッセージを声にしながら行進していました。

パレードの様子

薩摩剣士隼人も一緒に茅の輪くぐり！
稲荷神社茅の輪くぐり体験

６月
30日

　湯田地区にある鹿児島県最
古の稲荷神社で、伝統行事
「茅の輪くぐり」を湯田小３
年生34人と４年生42人が体
験しました。茅の輪くぐり
は、神社の境内などに茅で作

られた大きな輪をくぐり、心を清めて災厄を祓い、
無病息災を願う行事です。
　児童たちは、宮司さんらから茅の輪くぐりの由来
や稲荷神社の歴史などを、クイズを交え楽しく学ん
でいました。途中、サプライズで「薩摩剣士隼人」
と湯之元温泉が産み出した妖怪「ゆのもとサンス
ケ」が登場し、児童たちは大喜びで、隼人の刀のこ
とやサンスケの尻尾について質問していました。最
後に、宮司さんに教わったとおりに一緒に茅の輪を
くぐってお参りしました。
　新型コロナウイルス感染症が流行しているこの時
代に、児童たちも自身の状況と重ねながら考える良
い機会になったようです。

茅の輪をくぐる児童

ち わ
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第５期 地区振興計画 第５期 地区振興計画

　
地
区
振
興
計
画
は
、
地
域
住
民
自
ら

が
、
足
元
に
有
る
資
源
の
再
確
認
や
課
題

を
把
握
し
、
地
区
が
目
指
す
方
向
や
課
題

の
解
決
策
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　
本
市
で
は
、
共
生
・
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
と
、
住
民
自
治
の
新
し
い
仕
組
み
で
あ

る「
地
域
内
分
権
」を
確
立
・
推
進
し
て
い

く
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
取
り
組
み
と
し

て
、
拠
点
と
な
る
地
区
公
民
館
が
策
定
と

計
画
に
基
づ
く
地
域
づ
く
り
、
地
域
課
題

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
活
動
の
主
軸
と

な
る
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
は
、
こ
れ
ま

で
４
期
12
年
間
実
施
さ
れ
、
計
画
に
基
づ

き「
17
億
６
千
万
円
」が
地
区
の
課
題
解
決

の
た
め
に
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

●
地
区
振
興
計
画
と
は

　
各
地
区
公
民
館
の
計
画
書
を
見
る
と
、
祭
り
や
親
睦
交
流

行
事
な
ど
の
地
域
文
化
の
振
興
な
ど
に
関
す
る
事
業
が

43
％
、
健
康
づ
く
り
や
見
守
り
活
動
な
ど
の
高
齢
者
な
ど
の

保
健
福
祉
に
関
す
る
事
業
が
29
％
、
花
壇
花
苗
の
美
化
、
清

掃
活
動
な
ど
の
生
活
環
境
の
整
備
に
関
す
る
事
業
が
15
％
の

割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
事
業
は
26
地
区
で
１
６
７
事
業
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
今

後
ま
す
ま
す
進
ん
で
い
く
過
疎
・
高
齢
化
や
人
口
減
少
な
ど

に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
地
域
課
題
に
対
応
で
き
る
体
制

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
第
５
期
地
区
振
興
計
画
も
第
４
期
に
引
き
続
き
、
多
く
の

方
が
関
わ
っ
て
作
ら
れ
ま
し
た
。

　
自
分
た
ち
の
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
こ
の
計

画
の
主
役
は
地
域
に
住
む
一
人
一
人
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
自
分
の
地
区
の
公
民
館
に
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
、
一
緒
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

●
計
画
書
か
ら

　
第
３
期
の
計
画
づ
く
り
か
ら
、
よ
り
多

く
の
地
区
住
民
の
声
が
反
映
さ
れ
る
よ

●
第
５
期
地
区
振
興
計
画
策
定
の

　
手
法

う
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
住
民
が
同
じ

テ
ー
ブ
ル
で
話
し
合
う
こ
と
で
地
区
の
未

来
像
を
共
有
し
て
い
く『
未
来
会
議
』や

『
参
加
し
た
く
な
る
会
議
』と
い
っ
た
手

法
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　
会
議
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
行
わ
れ
、

地
区
の
活
動
に
関
心
の
あ
る
幅
広
い
世
代

の
方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。
は
じ
め
に
第

４
期
地
区
振
興
計
画
の
、
地
区
が
持
つ

「
課
題
」に
対
し
て
の
効
果
な
ど
の
振
り

返
り
を
行
い
、
地
区
の
大
切
に
し
た
い
物

や
価
値
観
と
い
っ
た
理
念
を
再
確
認
し
、

第
５
期
の
計
画
を
考
え
て
い
く
こ
と
か
ら

始
め
ま
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
地
区
の

「
こ
れ
か
ら
」に
つ
い
て
、
参
加
者
同
士

が
ア
イ
デ
ア
を
持
ち
寄
り
、
さ
ら
に
グ

ル
ー
プ
で
協
議
し
て
い
く
こ
と
で
多
く
の

ア
イ
デ
ア
を
導
き
出
し
ま
し
た
。
そ
の
ア

イ
デ
ア
か
ら
取
り
組
み
た
い
具
体
的
な

テ
ー
マ
や
内
容
な
ど
が
取
り
ま
と
め
ら

れ
、
計
画
書
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
第
５
期
の
計
画
策
定
に
お
い
て

は
、
話
し
合
い
活
動
を
更
に
促
進
さ
せ
る

た
め
、
応
募
の
あ
っ
た
５
地
区（
住
吉
、

吉
利
、
扇
尾
、
藤
元
、
和
田
）に
対
し
、

県
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
整
備
促
進
事
業
を
活
用
し
、
鹿
児
島
大

学
の
金
子
准
教
授
か
ら
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
の
助
言
や
講
話
、
相
談
支
援
を
受

け
、
住
民
自
ら
の
当
事
者
意
識
の
醸
成
と

各
事
業
の
方
向
性
に
つ
い
て
合
意
形
成
を

図
り
、
地
区
の
規
模
に
応
じ
た
実
施
可
能

な
事
業
計
画
を
作
成
し
ま
し
た
。

▲金子准教授による話し合い活動の促進（扇尾地区公民館）

●地場商品発掘プロジェクト（高山地区）
地域の資源を活用した地場商品（農産物加工品、
地元特産品）を『たかやま峠茶屋』で販売

●快適で住みよい生活環境づくり
移動販売車を活用した生活支援（買い物支援）や
見守り活動（集いの場）

（伊集院北地区）

『任意事業』
地域特性の活用または地域課題の解決に向けて地区
が独自に取り組む事業

●健康づくり活動
特定健診などの受診率向上、健康の増進・維持お
よび生活習慣病予防にかかる取り組みなど

●高齢者などの見守り活動
高齢者、障がいなどで援護を必要とする方への声
かけや台帳整備、住民同士のつながりの確認など

『必須事業』
全26地区において、必ず取り組む事業（日置市
が積極的に推進している事業）

～地域資源と人材をフル活用して農村の魅力を発信　美しい景観と伝統を受け継ぐ自然と共生する村づくり～ 2,220 8
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2,950

1,920

2,950

1,860

2,360

2,620

7,900

3,440

3,230

2,060

2,050

2,240

2,070

3,010

2,270

1,790

2,840

2,000

1,820

2,370

2,060

2,160

1,950

2,780

2,130

高　山

上市来

皆　田

湯　田

美　山

伊作田

鶴　丸

伊集院

妙円寺

土　橋

飯牟礼

住　吉

日　新

日　置

吉　利

扇　尾

伊　作

花　田

野　首

藤　元

平鹿倉

和　田

吹　上

永　吉

坊　野

伊集院北

みんなが主役！響き合い・支え愛・感動の上市来

基 本 理 念地区 事業
数

事業費
（千円）

語らいの中で課題と解決策を見つけ、安心・安全な活気のある皆田の郷をつくりましょう！

安心・安全で賑わいがあり心豊かに楽しく暮らす地域社会づくり

ひと、まち、ものづくり輝く美山の里

海と山、自然とふれあう活気あふれるまちづくり！

より豊かな環境づくり　誇りを持てる地域づくり　なごやかな人の和づくり

歴史・自然を活かしながら、多様な世代が住みやすい環境づくりを大切にする伊集院地区

安心・安全で連帯感と温もりに満ちた、活力ある地域・ふるさとづくり

豊かな自然をはぐくみ　心身ともに美しい　土橋

“住んで吉し”住吉

知恵を出し　汗を出し　力を出し　皆で興そう　豊かな郷土

きずな・ふれあい・たすけあい　笑顔あふれるひおきの輪（和）

吉利の明るい未来を創造する

自然豊かなふるさと扇尾！老いも若きも主人公

寄って　語って　やる気をもって　知恵と　汗とで　まちおこし

豊かな自然の中で、学校を中心に若者から高齢者が安心して住める　仲良く助け合う花田地区

豊かな自然の中、地域の絆を大切に安全で安心な野首地区

(ふ)ふりそそげ情熱　(じ)自信と誇りで　(も)もっと元気に　(と)永久に元気な　藤元の里

自然豊かで　明るく健康な　平鹿倉

ずっと住み続けたい地域を目指して　三世代仲良く　住んでよし　学んでよし　和田地区　和田小学校

『みんな集まって語り合い協力し合って郷土づくり』

光と風と清流　緑溢れる　里　歴史と伝統息吹く　住みよい町　永吉

めざそう　長寿の郷　日本一

地区民の総合力で、創ろう活気あふれる地域づくり　子どもたちの未来につないで行こう美しい自然とロマンあふれる
飯牟礼を！

「豊かな自然、歴史と伝統・文化を生かし、活気とぬくもりに満ちた誇りの持てる魅力あふれる郷土づくり」（活気・親和・
誇りの伊集院北）

地域文化の振興などに
関する事業
28 , 9 3 3千円

地域文化の振興などに
関する事業
28 , 9 3 3千円 高齢者などの保健および福祉の向上および

増進に関する事業　19 , 5 3 2千円
高齢者などの保健および福祉の向上および
増進に関する事業　19 , 5 3 2千円

教育振興に関する
事業334千円
教育振興に関する
事業334千円

生活環境の整備に
関する事業
11 , 0 7 1千円

生活環境の整備に
関する事業
11 , 0 7 1千円

産業振興に関する事業
3 , 1 1 9千円

産業振興に関する事業
3 , 1 1 9千円

集落整備に関する事業
4 , 0 6 1千円

集落整備に関する事業
4 , 0 6 1千円

　
地
域
づ
く
り
の
活
動
の
拠
点
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
26
地
区
公

民
館
で
、
令
和
３
年
度
か
ら
３
年
間

の
第
５
期
地
区
振
興
計
画
が
策
定
さ

れ
ま
し
た
。

第
５
期
地
区
振
興
計
画
が
で
き
ま
し
た

コミュニティ・プラットフォームは、
地域の力を結集する仕組み

主に小学校区などの範囲において、自治会・
町内会・NPO・企業・青年団など多様な主体
が協働して、地域課題の解決などに取り組ん
でいくための基盤

コミュニティ・プラットフォーム

令和３年度
地域づくり推進事業の予算別内訳
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⑴
地
域
の
農
業
利
用
の
総
点
検

⑵
遊
休
農
地
の
実
態
把
握
と
発
生
防
止
・

解
消
、
違
反
転
用
発
生
防
止
お
よ
び
早
期

発
見
・
是
正
対
策

　
　
　
　
　
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
、
農
業
委
員
会
協
力
員

※

調
査
員
は
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
２
７
４-

２
１
２
４

HIOKI  informationHIOKI  information

　
　
　
　
　
日
置
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー

　
　
　
　
　
認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
に

や
さ
し
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、
認
知

症
や
介
護
に
係
る
相
談
対
応
、
関
係
機
関

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
な
ど
を
行
い

ま
す
。※

保
有
資
格
に
よ
り
別
途
業
務
が

あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
保
健
師
、
看
護
師
、
社
会
福

祉
士
、
介
護
支
援
専
門
員
、
い
ず
れ
か
の

資
格
を
有
す
る
方

　
　
　
　
　
１
人

　
　
　
　
　
月
20
日
程
度

　
　
　
　
　
８
時
30
分
か
ら
17
時
ま
で
の

う
ち
７
・
５
時
間

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
さ
れ
た

方
の
受
け
取
り
の
た
め
、
休
日
・
平
日
時

間
外
交
付
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
開

設
日
お
よ
び
開
設
時
間
に
つ
い
て
は
、
お

知
ら
せ
版
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
に
毎
月

掲
載
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
日
置
市
役
所
本
庁
、
東

市
来
支
所
、
日
吉
支
所
、
吹
上
支
所

　
　
　
　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請

後
、
お
手
元
に
届
く
交
付
通
知
書（
は
が
き
）

裏
面
に
記
載
の
必
要
書
類
を
持
参
の
上
、
申

請
者
本
人
が
受
け
取
り
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
交
付
場
所
は
、
交
付
通
知
書（
は
が
き
）

の
表
面
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
受
付
時

間
終
了
間
際
に
は
混
み
合
う
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
時
間
に
余
裕
を
も
っ
て
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　
日
置
市「
ひ
お
き
の
逸
品
」プ
レ
ミ
ア
ム

付
電
子
商
品
券
事
業
に
つ
い
て
、
電
子
商

品
券
を
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
店
舗

（
取
扱
店
）を
募
集
し
ま
す
。

〈
事
業
の
主
な
概
要
〉

　
　
　
　
　
鹿
児
島
銀
行「
Ｐａ
ｙ
ど
ん
」

ア
プ
リ
で
使
用
で
き
る
電
子
商
品
券

　
　
　
　
　
１
口
７
０
０
円
で
額
面
千
円

分
の
電
子
商
品
券
を
発
行（
30
口
ま
で
）

　
　
　
　
　
10
月
１
日
㈮
よ
り「
Ｐａ
ｙ
ど

ん
」ア
プ
リ
上
で
取
り
扱
い
開
始
予
定

　
　
　
　
　
10
月
１
日
㈮
か
ら
令
和
４
年

１
月
31
日
㈪
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
指
定
伝
統
的

工
芸
品
お
よ
び
県
指
定
伝
統
的
工
芸
品
、

日
本
標
準
産
業
分
類
大
分
類「
Ｅ
製
造
業
」

の
う
ち
、
次
の
中
分
類
に
属
す
る
物
品

※

コ
ー
ド
番
号
　
中
分
類

12
　
木
材
・
木
製
品
製
造
業（
家
具
を
除
く
）

13
　
家
具
・
装
備
品
製
造
業

14
　
パ
ル
プ
・
紙
・
紙
加
工
製
品
製
造
業

20
　
な
め
し
革
・
同
製
品
・
毛
皮
製
造
業

21
　
窯
業
・
土
石
製
品
製
造
業

32
　
そ
の
他
の
製
造
業

　
シ
ニ
ア
の
方
も
多
く
活
躍
中
の「
国
民

宿
舎
吹
上
砂
丘
荘
」で
、
一
緒
に
働
き
ま

せ
ん
か
？

　
　
　
　
　
ホ
ー
ル
ス
タ
ッ
フ（
配
膳
・

会
場
設
営
な
ど
）

　
　
　
　
　
若
干
名

　
　
　
　
　
月
14
〜
20
日
程
度 

　
　
　
　
　
午
前
７
時
か
ら
午
後
10
時
ま
で

　
　
　
　
　
１
日
５
時
間
勤
務

※

勤
務
時
間
は
相
談
に
応
じ
ま
す 

　
　
　
　
　
時
間
額
８
３
４
円

　
　
　
　
　
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合

に
支
給

　
　
　
　
　
雇
用
保
険
あ
り
、
制
服
貸
与 

　
　
　
　
　
会
計
年
度
任
用
職
員
登
録
申

込
書
１
部
提
出（
写
真
貼
付
）

※

申
込
書
は
国
民
宿
舎
吹
上
砂
丘
荘
、
本

庁
商
工
観
光
課
お
よ
び
、
日
置
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

　
　
　
　
　
書
類
審
査
お
よ
び
面
接

　
　
　
　
　
な
し

【
提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

国
民
宿
舎
吹
上
砂
丘
荘
人
事
係

〒
８
９
９-

３
３
０
５

日
置
市
吹
上
町
今
田
１
０
０
４-

３

☎
０
１
２
０-

２
９
６-

２
３
３

応
募
資
格

勤
務
地

業
務
内
容

勤
務
日
数

勤
務
時
間

募
集
人
員

　
日
置
市
農
業
委
員
会
で
は
農
地
法
第
30

条
に
基
づ
き
、
市
内
全
域
で
「
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
」
を
実
施
し
ま
す
。
調
査
の
際
に

は
、
農
地
の
所
有
者
・
耕
作
者
に
農
地
の

利
用
状
況
な
ど
に
つ
い
て
確
認
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
８
月
１
日
〜
９
月
30
日

　
８
月
28
・
29
日
に
奉
納
・
披
露
を
予
定

し
て
お
り
ま
し
た
湯
之
浦
保
存
会
に
よ
る

「
伊
作
太
鼓
踊
」に
つ
い
て
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め

中
止
し
ま
す
。
な
お
、
来
年
度
の
奉
納

は
、
湯
之
浦
保
存
会
が
行
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

吹
上
支
所
教
育
振
興
課
社
会
教
育
係

☎
２
９
６-

２
１
２
４

※市役所各課の電話番号は全て直通になっています。
　お掛け間違いのないようお気を付けください。

広報 ひおき認
知
症
地
域
支
援
推
進
員（
会
計

年
度
任
用
職
員
）の
募
集
に
つ
い
て

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル（
利
用
状
況
調

査
）の
実
施
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
・
平

日
時
間
外
交
付
窓
口
開
設
に
つ
い
て

目
的

調
査
員

注
意
事
項

〈
給
与
な
ど
〉

　
　
　
　
　
１
１
２
９
円（
保
健
師
、
看

護
師
）、
１
５
０
７
円（
介
護
支
援
専
門

員
）、
１
６
０
４
円（
社
会
福
祉
士
）

　
　
　
　
　
通
勤
手
当
、
期
末
手
当
は
一

定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
支
給

　
　
　
　
　
社
会
保
険
、
雇
用
保
険

　
　
　
　
　
任
用
日
か
ら
令
和
４
年
３
月

31
日
ま
で
　※

１
年
更
新

　
　
　
　
　
書
類
審
査
お
よ
び
面
接
審
査

　
　
　
　
　
履
歴
書
１
部（
写
真
添
付
）

※

必
ず
本
市
の
「
会
計
年
度
任
用
職
員
登

録
申
込
書
」
を
使
用
す
る
こ
と
。
用
紙
は

本
庁
お
よ
び
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

　
　
　
　
　
８
月
20
日(

金)

午
後
５
時
ま
で

【
提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
地
域
包
括
ケ

ア
推
進
係

☎
２
４
８-

９
４
２
３

時
間
額

諸
手
当

加
入
保
険

雇
用
期
間

選
考
方
法

提
出
書
類

提
出
期
限

調
査
期
間

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

本
庁
市
民
生
活
課
市
民
係

☎
２
４
８-

９
４
１
４

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課
市
民
係

・
日
置
市
内
に
事
業
所
、
店
舗
な
ど
を
有

し
、
工
芸
品
な
ど
の
製
造
か
ら
販
売
を
行

う
店
舗

・
工
芸
品
な
ど
の
製
造
、
販
売
を
主
な
生

業
と
し
、
事
業
実
態
が
申
告
書
な
ど
で
確

認
で
き
る
店
舗

・
鹿
児
島
銀
行
に
口
座
を
開
設
し
て
い
る
こ

と（
未
開
設
の
場
合
は
新
規
開
設
が
必
要
）

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
、
一
般
社
団
法
人
日
置
市
観
光
協
会
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（「
Ｐａ
ｙ
ど
ん
加
盟

店
申
込
書
」は
最
寄
り
の
鹿
児
島
銀
行
支

店
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い（
持
参
の
み
））

　
　
　
　
　
８
月
25
日
㈬
　
　
　
　
　
　

事
業
者
向
け
説
明
会

　
　
　
　
　
８
月
17
日
㈫
午
後
２
時
か
ら

〔
１
時
間
程
度
を
予
定
〕

　
　
　
　
　
日
置
市
中
央
公
民
館
３
階
大

会
議
室

※

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
一

般
社
団
法
人
日
置
市
観
光
協
会
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

一
般
社
団
法
人
日
置
市
観
光
協
会

☎
２
４
８-

７
３
８
０

日
置
市
総
務
企
画
部
商
工
観
光
課

☎
２
４
８-

９
４
０
９

開
設
す
る
窓
口

吹
上
砂
丘
荘
ス
タ
ッ
フ
募
集

　
吹
上
支
所
教
育
振
興
課
で
は
施
設
管
理
作

業
員
と
し
て
、
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
吹
上
浜
公
園
体
育
施
設（
吹

上
町
中
原
）

　
　
　
　
　
・
吹
上
浜
公
園
お
よ
び
周
辺

の
植
栽
剪
定
、
草
払
い
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
整

備
な
ど

・
そ
の
他
、
教
育
委
員
会
が
指
示
す
る
業
務

吹
上
浜
公
園
体
育
施
設
管
理
作

業
員
の
募
集
に
つ
い
て

「
日
置
市『
ひ
お
き
の
逸
品
』
プ
レ
ミ
ア
ム
付
電

子
商
品
券
事
業
」
取
扱
店
舗
の
募
集
に
つ
い
て

形
態

券
種

販
売
開
始

使
用
期
間

使
用
対
象
と
な
る
も
の

取
扱
店
の
主
な
申
込
資
格

取
扱
店
登
録
を
希
望
す
る
事
業
者
の
申
込
方
法

申
込
期
限

日
時

場
所

募
集
職
種

募
集
人
員

交
代
制

賃
金
形
態

通
勤
手
当

待
遇

提
出
書
類

選
考
方
法

申
込
締
切

勤
務
日
数

勤
務
時
間

・
普
通
自
動
車
運
転
免
許
保
持
者

・
作
業
機
械
や
刈
払
機
な
ど
を
使
用
す
る

作
業
が
で
き
る
方

　
　
　
　
　
１
名

　
　
　
　
　
月
20
日
程
度

　
　
　
　
　
８
時
30
分
か
ら
17
時
ま
で
の

う
ち
７
・
５
時
間

　
　
　
　
　
・
時
間
額
８
９
７
円

・
社
会
保
険
、
雇
用
保
険
有
り

　
　
　
　
　
任
用
日
〜
令
和
４
年
３
月
31

日
　※

１
年
更
新

　
　
　
　
　
書
類
審
査
お
よ
び
面
接
審
査

　
　
　
　
　
市
指
定
の
会
計
年
度
任
用
職

員
登
録
申
込
書
１
部（
写
真
添
付
）

　
　
　
　
　
８
月
23
日
㈪

【
提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

吹
上
支
所
教
育
振
興
課
社
会
教
育
係

☎
２
９
６-

２
１
２
４

勤
務
先

業
務
内
容

応
募
資
格

定
員

持
参
物

場
所

申
込
方
法

申
込
締
切

募
集
人
員

勤
務
日
数

勤
務
時
間

給
与
な
ど

任
用
期
間

選
考
方
法

提
出
書
類

提
出
期
限

令
和
３
年
度
伊
作
太
鼓
踊
奉
納
・

披
露
の
中
止
に
つ
い
て

学
科
編（
理
論
）
９
月
11
、
18
、
25
日

学
科
編（
施
工
・
演
習
）
10
月
３
、10
、17
日

実
技
編 

11
月
27
日
、
12
月
４
日
、
11
日

〈
受
講
料
〉

理
論
編
・
施
工
演
習
編
　
各
１
万
５
千

円
、
う
ち
テ
キ
ス
ト
代
５
千
円

実
技
編
　
１
万
７
千
円
、
う
ち
テ
キ
ス
ト

代
７
千
円

　
　
　
　
　
各
10
名
程
度

　
　
　
　
　
筆
記
用
具
、
実
技
用
工
具

　
　
　
　
　
川
内
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
各
講
座
開
催
の
10
日
前

　
　
　
　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
メ
ー
ル
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
話
の
い
ず
れ
か

【
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

川
内
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
６-

２
２-

３
８
７
３

第
２
種
電
気
工
事
士
資
格
試
験
対

策
講
座
受
講
者
の
募
集
に
つ
い
て
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HIOKI  informationHIOKI  information

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

影
響
が
長
期
化
す
る
中
で
、
現
在
、
低
所

得
の
ひ
と
り
親
子
育
て
世
帯
に
対
し
、
そ

の
実
情
を
踏
ま
え
た
生
活
の
支
援
を
行
う

た
め
、
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付

金
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
申
請

期
限
は
、
令
和
４
年
２
月
28
日
㈪
で
す
。

日
置
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
支
給
要
件

を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
該
当
す
る
ひ
と
り

親
世
帯
の
方
は
、
早
め
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
ご
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、
お
問

い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

福
祉
課
子
育
て
支
援
係

☎
２
４
８-

９
４
１
６

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課
福
祉
係

　
毎
年
５
月
５
日
の「
こ
ど
も
の
日
」か
ら

１
週
間
を「
児
童
福
祉
週
間（
５
月
５
日
〜

５
月
11
日
）」と
定
め
て
、
児
童
福
祉
の
理

念
の
普
及
・
啓
発
の
た
め
の
各
種
行
事
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
令
和
４
年
度
の
児
童

福
祉
週
間
に
向
け
て
、
そ
の
象
徴
と
な
る

標
語
を
募
集
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

（
公
財
）児
童
育
成
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w
w
.kodom

ono-shiro.
or.jp/jigyo/hyougo

）を
ご
参
照
い
た

だ
く
か
、
下
記
お
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご

照
会
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
８
月
１
日
㈰
〜
９
月
30
日
㈭ 

　
日
置
市
農
産
物
直
売
所
城
の
下
物
産
館

は
、
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
て
運
営

し
て
き
ま
し
た
が
、
令
和
４
年
４
月
１
日

か
ら
は
民
間
に
移
管
し
て
運
営
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
、
移
管

先
と
な
る
法
人
を
公
募
し
ま
す
。
応
募
対

象
は
応
募
資
格
要
件
を
満
た
す
、
日
置
市

内
に
所
在
す
る
法
人
で
す
。
募
集
要
項
な

ど
の
詳
細
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

日
吉
支
所
産
業
建
設
課
農
林
水
産
係

☎
２
９
２-

２
１
１
４

　
こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ
い
て
、
医
師
に
よ

る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
対
象
は
、
う

つ
病
や
気
分
障
が
い
な
ど
の
こ
こ
ろ
の
健

康
で
お
悩
み
の
ご
本
人
や
ご
家
族
の
方
で

す
。
相
談
会
は
予
約
制
で
行
い
ま
す
の

で
、
相
談
会
の
前
日
ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※

相
談
内
容
お
よ
び
個
人
情
報
に
つ
い
て

は
、
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
原
則
と

し
て
医
師
に
よ
る
相
談
会
に
は
保
健
師
が

同
席
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
９
月
２
日
㈭
午
前
10
時
〜
正

午
、
午
後
２
時
〜
午
後
４
時

　
　
　
　
　
吹
上
中
央
公
民
館（
午
前
）、

日
置
市
中
央
公
民
館（
午
後
）

　
　
　
　
　
１
人
当
た
り
１
時
間

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

本
庁
健
康
保
険
課
健
康
づ
く
り
係

☎
２
４
８-

９
４
２
１

本
庁
福
祉
課
障
害
福
祉
係

☎
２
４
８-

９
４
１
６

日
時

場
所

　
日
本
遺
族
会
は
、｢

戦
没
者
遺
児
に
よ

る
慰
霊
友
好
親
善
事
業｣

の
参
加
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
先
の
大

戦
で
父
な
ど
を
亡
く
さ
れ
た
戦
没
者
の
遺

児
を
対
象
と
し
て
、
戦
没
し
た
旧
戦
域
を

訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
同

地
域
の
住
民
と
友
好
親
善
を
は
か
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
令
和
２
年
度
参

加
者
以
外
は
、
複
数
回
の
応
募
が
で
き
ま

す
。
な
お
、
参
加
費
用
は
、
10
万
円
と
な

り
ま
す
。

【
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】
　

一
般
財
団
法
人
　
日
本
遺
族
会
事
務
局
　

☎
０
３-

３
２
６
１-

５
５
２
１

お
申
込
先
は
鹿
児
島
県
遺
族
会

☎
０
９
９-

８
１
２-

８
２
９
２

【
記
事
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
先
】

本
庁
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

☎
２
４
８-

９
４
１
６

８
月
24
日
㈫
市
中
央
公
民
館
３
階
講
座
３

９
月
28
日
㈫
吹
上
支
所
２
階
大
会
議
室
１

　
　
　
　
　
午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

鹿
児
島
県
行
政
書
士
会
日
置
支
部
会
員

　
　
　
　
　
相
続
、
後
見
、
公
正
証
書
、

離
婚
、
そ
の
他
生
活
相
談

※

相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、
行
政
書
士
の

業
務
範
囲
に
よ
り
相
談
が
制
限
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
無
料

　
　
　
　
　
相
談
時
間
は
１
人
当
た
り
30

分
で
す
。
事
前
予
約
の
あ
っ
た
方
を
優
先

し
ま
す
。

　
　
　
　
　
種
子
島
行
政
書
士
事
務
所

☎
２
７
２-

２
４
０
５

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

行
政
書
士
岩
井
田
健
太
郎
事
務
所

☎
０
９
０-

２
７
１
９-

２
１
１
９

時
間

相
談
従
事
者

日
程
お
よ
び
場
所

相
談
内
容

相
談
料

そ
の
他

予
約
先

　
保
険
税
等（※

１
）に
つ
い
て
、
次
に
該

当
す
る
世
帯
等（※

２
）は
減
免
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

※

１ ｢

保
険
税
等｣
と
は
、
国
民
健
康
保
険

税
お
よ
び
介
護
保
険
料
の
こ
と
と
し
ま

す
。

※

２ ｢

世
帯
等｣

と
は
、
国
民
健
康
保
険
税

の
場
合
は｢

世
帯｣

、
介
護
保
険
料
の
場
合

は｢

第
一
号
被
保
険
者｣

を
指
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
３
年
度
分

の
保
険
税
等

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

り
、
世
帯
主
が
死
亡
ま
た
は
重
篤
な
傷
病

を
負
っ
た
世
帯
等
↓
全
額
免
除

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

り
、
世
帯
主
の
減
収
が
見
込
ま
れ
、
次
の

ア
〜
ウ
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
世
帯
等

↓
全
額
ま
た
は
一
部
免
除

ア
事
業
収
入
や
給
与
収
入
、
不
動
産
収

入
、
山
林
収
入
の
種
類
ご
と
に
見
た
収
入

の
い
ず
れ
か
が
、
前
年
に
比
べ
て
10
分
の

３
以
上
減
少
す
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と

イ
前
年
の
所
得
の
合
計
額
が
１
千
万
円
以

下
で
あ
る
こ
と（
国
民
健
康
保
険
税
の
場

合
の
み
）

ウ
収
入
減
少
が
見
込
ま
れ
る
種
類
の
所
得

以
外
の
前
年
の
所
得
の
合
計
額
が
４
０
０

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
か
か
る
国
民

健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
の
減
免
に
つ
い
て

対
象
と
な
る
保
険
税
等

減
免
の
対
象
と
な
る
世
帯
等

令
和
４
年
度
「
児
童
福
祉
週
間
」

標
語
の
募
集
に
つ
い
て

日
置
市
農
産
物
直
売
所
城
の
下

物
産
館
の
民
間
移
管
に
つ
い
て

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好

親
善
事
業
に
つ
い
て

　
鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
で

は
、
障
害
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
に
令
和

４
年
度
の
入
校
生
を
募
集
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
８
月
10
日
㈫
〜
９
月
22
日
㈬

　
　
　
　  
本
校（
薩
摩
川
内
市
入
来
町
）、

奄
美
市
、
熊
本
市
、
宮
崎
市

　
　
　
　
　
筆
記
試
験（
国
語
・
数
学
）

令
和
４
年
度
鹿
児
島
障
害
者
職
業
能

力
開
発
校
入
校
生
募
集
の
お
知
ら
せ

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
す
る

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金

（
ひ
と
り
親
世
帯
分
）に
つ
い
て

　
鹿
児
島
北
年
金
事
務
所
の
専
門
相
談
員

が
年
金
を
受
け
取
る
手
続
き
や
仕
組
み
、

保
険
料
な
ど
、
年
金
に
つ
い
て
の
ご
相

談
、
各
種
申
請
受
付
を
行
い
ま
す
。
本
人

確
認
の
た
め
に
公
的
機
関
発
行
の
顔
写
真

付
き
証
明
と
年
金
手
帳
な
ど
の
関
係
書
類

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

年
金
相
談
に
つ
い
て

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
の
開
催
に

つ
い
て

行
政
書
士
に
よ
る

無
料
相
談
会
の
開
催
に
つ
い
て

万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

　
　
　
　
　
10
月
29
日
㈮
ま
で

※

減
免
額
の
計
算
方
法
な
ど
詳
細
に
つ
い
て

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※

申
請
様
式
に
つ
い
て
は
、
本
庁
税
務
課

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課
窓
口
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
取
得
で
き
ま
す
。
申
請
に

は
、
収
入
を
証
明
す
る
書
類
な
ど
が
必
要

で
す
。

【
申
請
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

本
庁
税
務
課
保
険
管
理
係

☎
２
４
８-

９
４
１
２

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課
市
民
税
係

申
請
期
限

相
談
時
間

お
よ
び
面
接

　
　
　
　
　
情
報
電
子
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

デ
ザ
イ
ン
、
建
築
設
計
、
義
肢
福
祉
用

具
、
Ｏ
Ａ
事
務
、
ア
パ
レ
ル
、
造
形
実
務

　
　
　
　
　
授
業
料
は
無
料
で
す
。
寮
も

併
設
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
１
年
間（
令
和
４
年
４
月
〜

令
和
５
年
３
月
）

　
　
　
　
　
　  

お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

☎
０
９
９
６-

４
４-

２
２
０
６

詳
し
く
は
、
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※

「
鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
」で
検
索

募
集
期
間

試
験
会
場

試
験
内
容

募
集
科
目

授
業
料

訓
練
期
間

申
し
込
み
方
法

※

郵
送
の
場
合
は
、
当
日
消
印
有
効
。

　
　
　
　
　
子
ど
も
た
ち
を
応
援
す
る
標

語
や
、
未
来
に
向
け
て
の
子
ど
も
た
ち
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な
る
標
語
。

　
　
　
　
　
厚
生
労
働
省
、（
社
福
）全
国
社

会
福
祉
協
議
会
、（
公
財
）児
童
育
成
協
会

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

公
益
財
団
法
人
児
童
育
成
協
会｢

標
語
募
集｣

係

☎
０
３-

５
３
５
７-

１
１
７
４

　
０
３-

５
３
５
７-

１
８
０
９

募
集
期
間

募
集
内
容

主
催
者

※

事
前
の
予
約
が
必
要
で
す

　
　
　
　
　
９
月
15
日
㈬
午
前
10
時
か
ら

午
後
３
時
ま
で

　
　
　
　
　
日
吉
支
所
　
２
階
会
議
室

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

日
吉
支
所
地
域
振
興
課
市
民
係

☎
２
９
２-

２
１
１
３

場
所

日
時

お盆や夏休み
で人の集まるこの
時期の感染対策
は大切です！

新型コロナワクチン接種が済んでも感染対策は必要です！新型コロナワクチン接種が済んでも感染対策は必要です！
　７月26日現在、日置市のコロナワクチン接種率は４０％(２回目接種済)で12歳以上の方の２.５人
に１人は接種が済んでいる状況です。
　ワクチンの予防効果はファイザー社で９７％、モデルナ社で９５％と高い効果が見込まれていま
すが、現在猛威を振るっている変異型の１つであるデルタ株に対しては、若干効果が低くなると言われてい
ます。接種が済んでも引き続き感染対策を行っていきましょう！

気心しれた仲でも
マスク会食

外出後、食事前後など
手指消毒の徹底

エアコン利用時でも
換気の徹底
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コロナ禍においては、活動を制限されることもありますが、「検温や
体調確認・換気・マスクの着用・アルコール消毒・試食は黙食・人と
人との距離を空けて密にならないように」などの感染防止対策を徹底
し、状況を確認しながら、できる範囲で活動しています。

プログラム（案）

お問い合わせ先
一緒に、よりよい食習慣づくりの輪を広げていきませんか？ 詳細は、下記までお気軽にお問い合わせください。

本庁健康保険課　　☎２４８-９４２１

※新型コロナウイルス感染症の発生状況により、変更となる場合があります

※ 写真撮影時のみマスクを外しました

回 開催日時 場　所 内　　容

日吉中央
公民館
大会議室

開講式
食生活改善推進員の地区組織活動
国民の健康状態と「健康日本21」（第2次）

食生活の現状と課題
食育
食品衛生、食環境
健康づくりと生活習慣病予防、フレイル予防
栄養の基礎知識

  ９月29日（水）
10月 ６日（水）
10月13日（水）
10月20日（水）
10月27日（水）

２
３
４
５
６

７ 身体活動・運動、こころとからだの健康づくり
閉講式

（日吉支所２階）

９月22日（水）

11月 ４日（木）

９:30
～
11:30

１
食
や
栄
養
に
関
す
る
知
識
を
深
め

地
域
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に

活
動
し
て
み
た
い
方
、
大
歓
迎
♪

？食改さん、
コロナ禍での活動は
大変では？

「食生活改善推進員」大募集
養成講座開催予定 ひおき

現在59人で元気に活動中！私たちと一緒に活動しませんか？
合い言葉は

「私達の健康は私達の手で」

今度こそ!

　日置市食生活改善推進員は、子どもから高齢者までを対象に食を通して地域の
健康づくりの輪を広げる活動をしています。伊集院・東市来・日吉・吹上の４地
域ごとに、毎月１回開催している定例研修会などで栄養・食生活について学び、家族やご近所さんへの声かけ、
保健行政事業や地区公民館における健康づくり活動への協力、生活習慣病予防や低栄養予防のための料理教室、
郷土料理の伝承などを行っています。
　養成講座は４年に１度開催しています。昨年度実施予定でしたが、新型コロナウイルス感染症の影響もあり、
やむを得ず「中止」に…。今年度に延期して開催予定です。ぜひ、この機会に受講してみませんか？

ピンクのＴシャツ・エプロン・三角巾は食改さんのトレードマーク

日置市立図書館ホームページ 検 索

おすすめ本紹介

　連日暑さが続きます。コロナに加えて熱中症対策
も必要です。健康な夏を過ごしたいものです。
　さて、図書館では、月ごとにテーマを設定して、
玄関入り口近くにテーマ展示のコーナーを特設して
います。７月は『スタミナをつける』と『防災（台
風やコロナ）』でした。8月は毎年『戦争』がテーマ
です。コーナーにある本を手に取り、戦争のない平
和な世界に思いをはせていただけたらと思います。
　また、「自由研究」や「感想文の書き方」など、
子どもたちの夏休み用の学習資料を揃えていますの
でご活用ください。
　図書館は、市民の皆さまの学習・文化・教養・調
査研究・趣味実用・娯楽などに関する図書資料を幅
広く収集し、お役に立てるよう努めています。
　また、読み聞かせなどの行事など、読書の取り組
みを積極的に行い、「そうだ、図書館に行こう」と
気軽に足を運んでいただけるよう努めています。

図書館長のひとり言
イベント情報

開館情報

「テーマ展示本のご案内」

毎週木曜日

毎週月曜日

毎週月曜日、９月10日(金)

毎週月曜日、９月17日(金)

273-6886

274-9610

292-2001

245-1711

中央図書館

東市来図書館

ひよし図書館

ふきあげ図書館

９：00～19：00

９：00～18：00

（土・日・祝日）９：00～17：00

図　書　館 開　館　時　間 休　館　日 電　話

図書館へようこそ！
ー Ｇｏ ｔｏ Ｌｉｂｒａｒｉｅｓ ー

　プランターや植木鉢が
無くても大丈夫！ミニト
マト、ダイコンなどの野
菜から、タンポポ、ヒヤ
シンスといった花まで、
ペットボトルで作った栽
培容器で育てる方法を解
説。観察のポイントや植
物のおもしろい情報も紹
介する。

岡田尊司/著　新潮社/刊

おすすめ本紹介 ちょっと図書館話

今月のイチ押し!!今月のイチ押し!!

ひよし
図書館

東市来
図書館

井上祐紀／著　KADOKAWA/刊

佐々木浩之/著　コスミック出版/刊

中央
図書館

「女の子はどう生きるか」
上野千鶴子/著　岩波書店/刊

ふきあ
げ

図書館

　「学校で、なぜ女
子は男子の次？」、
「女の子って損?!」
など、学校や家、
社会で日常的に感
じるモヤモヤや疑
問に、上野先生が
全力で答える。変
化の激しい時代、
私が私らしく生き
るためには･･･。

有賀薫/著　家の光協会/刊

　スーパーやコンビニで売っている
豚肉と野菜。味つけはみそだけ。だ

しをとる必要す
らなし。簡単で
おいしく、栄養
たっぷりの豚汁
レシピを多数紹
介します。季節
ごとの野菜や調
理法、その日の
気分で選べるイ
ンデックス付き。

　水槽という空
間に水中の生態
系を再現するア
クアリウム。初
心者から上級者
まで楽しめる水
槽の作り方やレ
イアウト・育て
方などを細かく
解説します。

　なぜかいつもイライラする、学校に行く意
味がわからない、コロナ
で目標がなくなった…。
精神科医が、さまざまな
悩みに答え、問題解決の
手段としての休み方を提
案する。実践ワークや見
守る大人たちへのアドバ
イスも掲載。

「ペットボトルで育てよう
　　　　　　　   野菜・花」

「学校では教えてくれない
　　 自分を休ませる方法」

「はじめてのアクアリウム」

東市来
図書館
オスス

メ!

むぎばたけのおはなし会
みつばち文庫のおはなし会
図書館友の会
どようおはなし会
こけけおはなし会
成人読書会
おはなし会
おはなし会（ぽけっとファンタジー）
赤ちゃんのおはなし会
おはなし会

８月25日(水)、９月８日(水)10：30～
８月28日(土)10：30～
８月31日(火)9：30～
９月４日(土）10：30～
９月４日（土）10：30～
９月15日（水）10：00～
９月11日（土）14：30～
８月28日（土）14:00～
９月４日（土）10：30～
９月11日（土）14:00～

中央図書館

イベント名 日　　　時場　　所

ひよし図書館

ふきあげ図書館

東市来図書館

◎イベントは状況により、中止や時間の短縮、内容を変更する場合があります。

「有賀薫の
　豚汁レボリューション」

東市来図書館
9月13日 ( 月 ) ～９月20日 ( 月 )
中央図書館
９月27日 ( 月 ) ～ 10月７日 (木 )

※期間中、返却ボックスでの返却受付以外
対応はできません。ひよし図書館、ふきあ
げ図書館は通常通り開館しております。

～蔵書点検のため、休館します～
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キリトリ線✂

P O S T  C A R D

お手数ですが
63 円切手を
お貼りください

日置市役所
総務課秘書広報係

◎ご氏名

◎ご住所

◎ペンネーム

※記入がない場合、イニシャルで掲載します。

フリガナ

年齢／　　　　　歳　

電話（　　　　　）　　　　　－

行
（No.196／ 2021.８月号）

⇧点線に沿って切り取ってください。（官製ハガキでも可）

◎今月のお題

～先月のお題は『アイスクリーム』でした～ ～日置市のこと、身近な話題等なんでもお聞かせください～

今月のお題 フリートーク

夏本番がやってきました。夏と言えば
海！ということで、今月は「海水浴」に
関するエピソードをお待ちしていま
す。お便りを掲載させていただいた方
にDAYS COFFEEの「ドリップバッ
グ６個セット」をプレゼント。応募締
切りは8月24日(火)当日消印有効で
す。お便りをお待ちしています。

「海水浴」

※本庁、各支所に読者の声応募BOXも設置してあります。応募BOXの場合は切手もいりませんのでぜひご活用ください!!

の散歩をしていたときのこと。田んぼで枯れ草を
燃やしていて煙が道路を塞いでいました。私はリー

ドを片手に日傘で煙をガードしながら歩いていると、近
くの人に「犬が離れていますよ」と。後を振り返ると煙
の向こうにちょこんと座ってハーネスを引きずって先に
進む私を不思議そうに見ているうちの犬。ハーネスが脱
げた感覚も全くなく、しばらくハーネスを引きずりなが
ら歩いていたなんて…自分の姿を想像しながら笑いを堪
えるのに必死でした。　　　  （メル　伊集院町　50歳代）

を長期出張に送り出した途端、言いようのない不
快感、倦怠感に。当然食欲は全くなし。とにかく

何か口にしなければと地を這うような思いで近くのコン
ビニへ。どういうわけか普段めったに食べないアイスに
しか気が向かず、もてるだけ買い込み帰宅。これがつわ
りの始まりでした。こうしてうまれてきた我が子も年が
明けると二十歳に。今となってはアイスに目がなくなっ
てしまいました。      （トーマスママ　伊集院町　50歳代）

8 9 9 2 5 9 2

　読みながら笑ってしまいました！愛犬はなにを思いな
がらハーネスを引きずる飼い主を見ていたんでしょうね。
きっと煙の中に行きたくなかったんだと思います。近く
にいた方が教えてくれていなかったら…と考えると少し
怖いですね。

　昔のおもちゃは、子どもたちにとってとても思い出のあ
るものだと思います。そのおもちゃを使って遊んでいる姿
を見ていた親にとっても懐かしいと感じる思い出のものな
のではないかと思います。もっとお子さんが大きくなった
ときにさらに良い思い出の品になるように期待しています。

　旦那さんが近くにいない状況でお一人だったのはとても大
変だったかと思います。普段は食べないアイスが無性に食べ
たくなったんですね。どのくらいの不快感と倦怠感だったか
私の想像以上だと思いますが、なにも食べないわけにはいか
ないので気が向くものがあってよかったのかもしれないです
ね。お子さんはこのエピソードをご存知でしょうか？この広
報紙を見せて当時のことを話してあげてください！

イスクリームと言えば夏！かもしれませんが、冬
のアイスも最高です。暖かいこたつに入って食べ

る冷たいアイスは格別ですね。アイスを見ると、いつも
夏休みを思い出します。両親共働きだったため、いつも
母が冷凍庫にアイスを常備してくれていました。朝のラ
ジオ体操後に食べるアイス、宿題をしながら食べるアイ
ス、兄妹で遊び疲れて食べるアイス。今でもたまに実家
に帰ると冷凍庫にはアイスが常備されています。　
　　　　　　　　　 （バニラアイス　伊集院町　20歳代）

犬夫

ア
どものおもちゃ箱を片付けていたら奥のほうから
壊れて使わなくなったおもちゃがでてきました。

どれも楽しく遊んでいたものばかり…。ずっと気になっ
ていた「おもちゃ病院」に行ってみると、そこには、優
しそうなおもちゃドクターが10人ほどいました。壊れた
おもちゃを真剣に見て、丁寧に扱いなんとか治そうとい
ろいろな道具を使い、治療してくれました。また動き出
したおもちゃを見た子どもたちは大喜び！素敵なおも
ちゃドクターのおじちゃんありがとうございました。　
　　　　　　　　　　　　　（M・T　伊集院町　40歳代）

子

　すごく共感してしまいました！特に夏休みのラジオ体
操後に家に帰ってすぐにアイスを食べていた気がしま
す。友達と自転車で遊びに行った海で食べたアイスも忘
れられません！実家の冷凍庫にアイスが常備してあると
のことでしたが、バニラアイスさんが帰ってくることを
楽しみにしているのでしょうね！

お便りありがとうございます !

読者の声読者の声読者の声読者の声
～日置市お便り板～

このコーナーは読者の皆さんから
の生の声をご紹介するページです。
本紙への感想、皆さんの日置市で
の出来事など、たくさんの声をお
聞かせください。

掲示板

1 2
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※享年は満年齢です。
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上
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域

下
野
　
和
子
　
90
　
上
和
田

上
床
　
靜
摩
　
90
　
中
和
田

德
永
ア
キ
エ
　
96
　
小
牧

切
口
　
四
男
　
74
　
永
吉
中
央

川
原
ト
ミ
子
　
90
　
下
与
倉

鈴
木
ミ
キ
エ
　
91
　
下
与
倉

藤
田
マ
サ
子
　
94
　
湯
之
元

榮
福
チ
エ
子
　
88
　
草
田
原

◆
セ
ミ
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
鳴
き
始
め
、
夏

を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
青
空
が
見

え
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
と
、
み
る
み
る
う
ち

に
雨
雲
が
か
か
り
土
砂
降
り
に
。
こ
れ
も
こ

の
時
期
な
ら
で
は
と
い
う
気
が
し
ま
す
。◆
今

月
号
の
表
紙
に
使
用
し
た「
江
口
漁
港
マ
ダ
イ

稚
魚
放
流
」。
伊
作
田
小
学
校
、
鶴
丸
小
学
校

の
児
童
と
と
も
に
漁
船
に
乗
り
、
港
か
ら
離

れ
た
場
所
ま
で
移
動
し
て
、
稚
魚
の
放
流
を

行
い
ま
し
た
。
私
自
身
、
漁
船
に
乗
る
こ
と

が
初
体
験
で
あ
り
、
心
の
中
で
は
、
子
ど
も

た
ち
と
同
じ
よ
う
に
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
し

た
。
普
段
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
海
側
か

ら
み
た
江
口
浜
の
光
景
や
意
外
と
ス
ピ
ー
ド

の
出
る
漁
船
に
興
奮
し
っ
ぱ
な
し
で
し
た
。

「
楽
し
い
取
材
」で
終
わ
る
か
と
思
い
き
や
、
一

番
心
配
し
て
い
た
船
酔
い
を
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
逃
げ
場
の
な
い
船
上
で
な
ん
と
か
耐

え
て
い
る
と
一
緒
に
乗
っ
て
い
た
児
童
の
中

に
も
明
ら
か
に
具
合
の
悪
そ
う
な
顔
を
し
た

子
が
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
悪
運
は
続
き
、
港

を
離
れ
る
と
き
は
真
っ
青
だ
っ
た
空
が
気
付

く
と
真
っ
黒
に
。
屋
根
の
な
い
漁
船
で
は
な

す
す
べ
な
く
、
び
っ
し
ょ
り
に
な
り
ま
し
た
。

濡
ら
す
こ
と
の
許
さ
れ
な
い
カ
メ
ラ
は
服
の

中
に
隠
す
こ
と
が
精
一
杯
。
袋
を
準
備
し
て

お
く
べ
き
だ
っ
た
と
反
省
し
ま
し
た
。
そ
ん

な
気
分
の
落
ち
そ
う
な
状
況
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
子
ど
も
た
ち
は
楽
し
そ
う
に
ニ
コ
ニ
コ

し
て
お
り
、
私
の
気
持
ち
を
晴
れ
さ
せ
て
く

れ
ま
し
た
。◆
天
気
の
よ
う
に
予
想
で
き
な
い

出
来
事
は
多
々
あ
り
ま
す
。
ど
ん
な
状
況
に

な
っ
て
も
後
悔
し
な
い
、い
ろ
い
ろ
な
事
の

「
準
備
」を
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
ね
！
優

① 話題の内容に○をお願いします。　　　　１.今月のお題　　　　　２.フリートーク

③ アンケート：好きな記事を２つ○でお選びください。

プレゼント応募締切：令和３年８月24日(火)※当日消印有効
キリトリ線

１．特集　２．地域おこし協力隊　３．まちの話題　４．行政インフォメーション　
５．お知らせ版　６．健幸情報ひおき　７．うたごよみ　８．市民の窓　９．編集たいむ

② ①で選択した内容をお書きください。フリートークでは、広報紙を読んだ感想、今後取り上げて
ほしい記事から皆さんの周りであった身近な出来事や話題まで、何でも好きなことをお書きください。皆さんの声

待っています。

※個人情報の取り扱い
 ・ご記入いただいた個人情報は、お便
りのご紹介、プレゼントの発送以外
の目的では使用しません。

※文書の添削
 ・掲載する文書は、添削させていただ
く場合がありますので、あらかじめ
ご了承ください。

✂

◎市の人口（住民基本台帳）

◎地域別人口

総人口／
男　性／
女　性／
世帯数／

47,581人（＋15）
22,589人（+3）
24,992人（+12）
22,718世帯（0）

10,821人
25,110人
4,481人
7,169人

鹿児島県日置市

市　章

市の面積　253.01㎢

東市来地域
伊集院地域
日 吉 地 域
吹 上 地 域

Readers' voice

◎広報紙に広告を載せませんか？
市民の方への企業紹介と市の財源確保や企業の発展に貢献
するために広報紙有料広告を行っています（最終頁参照）。
希望の企業は、下記の広告代理店までご連絡ください。

過去の広報紙を右のＱＲコードからご覧に
なることができます。携帯でチェック!!

◎広報紙に関するお問い合わせ先 過去の広報紙のＱＲコード設置!!
日置市役所 総務課 秘書広報係 日置市伊集院町郡一丁目100番地
☎099（248）9401　FAX：099（273）3063

■令和３年度 日置市有料広告代理店
(株)鹿児島新生社印刷 ☎099（261）0111

７月１日現在（前月比）

◎広報紙を定期購読しませんか？
市外在住の方を対象に、定期購読をお勧
めしています。（年間購読料2,000円）

※読者プレゼントを提供してくださる方を募集しています。総務課秘書広報係までご連絡ください（TEL 248-9401）。

6 今月の
プレゼント!

　７月15日に江口漁港で行われた
マダイの稚魚放流。伊作田小学校
（７人）と鶴丸小学校（20人）の児童
が参加しました。約４万尾の稚魚
を船の上から放流し、「大きくなっ
て帰ってきてね！」と声を掛けていま
した。現在約５cmの稚魚ですが、
３年ほど経つと40cmくらいの大き

さになるそうです。３年後に今日のことを思い出してくださいね！
（７月15日　東市来町）

DAYSCOFFEEでは産地・農園・品種・精製方法が明確なスペシャ
ルティコーヒーの生豆を使用。厳選した生豆は、丁寧に水洗いし、

自家焙煎をして提供しています。水洗いして汚れをとる事で、雑味がとれクリー
ンで、冷めてからも美味しいのが特徴です。また、店頭に並ぶスタッフ手作りの
焼き菓子、チーズケーキ、サンドも人気です。お持ち帰りもできますのでぜひお
立ち寄りくださいませ。今回ドリップバッグ 6個セットは人気のコーヒー豆をセ
レクト。素敵なコーヒー時間をお楽しみ下さい。

ドリップバッグ6個セットをプレゼント！

商品のお問い合わせ先：DAYSCOFFEE　☎ 099-298-9778

「大きくなって！」
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読者の皆さんの生の声をお届
けする掲示板です。
「今月のお題」から「フリートー
ク」まで、皆さんの生の声を何
でもお待ちしています。メー
ルによる送信も可能です。
※スキャン後「メール作成
画面はこちら」をクリック
して下さい。

今月の
表紙
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